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本物のフランチャイズ・ビジネスの、普及・啓蒙活動を通して社会に貢献する事を経
営理念とする、日本フランチャイズ総合研究所が発信するフランチャイズ・ニュース
です。
最新のフランチャイズ業界情報から、記事の裏側まで、業界に精通したコンサルタン
ト達が、ちょっと役立つ情報をご提供いたします。
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● Chapter 01 ●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

≪ 業 界 ニ ュ ー ス ≫

「米国で注目を集めるシルバー関連とペット関連のＦＣ」

９月には国民の祝日「敬老の日」が定められています。しかし、この祝日が国民の
祝日となった昭和４０年代と現在とでは、その位置づけも変化しているように思えま
す。ご存知のように、わが国では「団塊の世代」が消費トレンドに大きな影響を及ぼ
していますが、アメリカでも戦後生まれのベビーブーマー世代をターゲットにしたビ
ジネスが新たな市場を獲得しています。

こうしたトレンドの代表的な例は、シニア(高齢者)への家事サービスです。現在で
も、アメリカでは成人のほぼ４分の１が親や親族のためにヘルパー(介護補助者)を雇
っていますが、２０３０年には８５歳以上の高齢者人口が９６０万人と現在の約２倍
に増えると予測されており、今後が有望な分野となっています。高齢者向け介護サー
ビスの最大手は全米３１４店、売上高６億ドルの「インテリム・ヘルスケア」と、店
舗数７１４店、売上高４億４８００万ドルの「ホーム・インステッド」。他にも、同
様の高齢者ケアを数年前から展開している FC が８社あるほか、新規参入する本部が続



々と名乗りを上げている状況です。ここで提供するサービスは、医療行為以外のサー
ビス＝買い物、料理、食事・着衣・入浴の補助、病院への送迎などの「家事」。サー
ビスにあたっているのも特別の資格やスキルを持たない中年の主婦が大半です。

また、ベビーブーマー世代の求めるものは、従来にない「新しい生活の提案」を行
ってくれるビジネスを歓迎する特徴があり、こうした流れにのって注目を浴びている
のが、ペット関連ビジネスです。米国では全世帯の６３％が何らかのペットを飼って
います。犬だけで５０００万世帯、猫は６０００万世帯という巨大な市場がそこにあ
ります。ペット販売店のＦＣ化が進んでいるのはもちろん、犬の世話をするサービス
でも注目のＦＣが登場しています。仕事中の飼い主に代わって犬を預かるサービス、
散歩の代行、犬の調教・しつけを行うサービスのほか、犬にスパ・トリートメントを
行うＦＣ、犬の糞を処理するサービスなど、まさに百花繚乱状態であり、今後も要注
目でしょう。

ひるがえってわが国ですが、少子高齢化はアメリカを上回る勢いですすんでおり、
これまで社会が直面したことの無い構造変化が始まっています。ペットも、老後の家
族として、また、非婚化社会のパートナーとして、ますます増えてゆくでしょう。
アメリカと同様のこうしたトレンドがこれから有望であることはもちろん、これから
の社会情勢を的確に捉えることで、様々なニュービジネスが生まれる可能性がありま
す。これまでの固定観念にとらわれない発想の一方で、高齢者も意識した日本ならで
はの細やかな心配り、おもてなしの心を忘れたくないものです。

● Chapter 02 ●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

≪ ア メ リ カ の 最 新 事 情 ≫

--------------------------------------------------------- 第 ２２ 回 -----
【 ブレア（BREA） <1> 】

----------------------------------------------------------------------------

アメリカのロサンゼルスの近郊の住宅地で、「ショッピングセンター」と「パワー
センター」が併設している大ショッピングゾーンを紹介しましょう。

「ブレア」は、「ディズニーランド」のある「アナハイム」から北に行った位置で、
前回までご紹介しました「ラ・プエンテ」の中間にあります。「ブレア」は、「大型
のショッピングセンター」と「パワーセンター」で構成されている代表的なショッピ
ングゾーンを形成しています。

アメリカのショッピングセンターは、従来は「ネーバーフッド型」「リージョナル
型」「スーパー・リージョナル型」が主流でした。そのキイ・テナントとしては、
「デパートメント・ストア」と「ゼネラル・マーチャンダイズ・ストア（GMS）」で
した。

しかし、「GMS」の低迷と同時に、「ディスカウント・ストア」の「WAL－MART」
「TARGET」やカテゴリー・キラーといわれる「スペシャリティ・ディスカウント・ス
トア」の「TOYS‘R’US」「CIRCUIT CITY」が台頭してきました。

これらの店は、サバーバン・エリア（新しく開発された住宅地帯）」で、「スーパ
ー・リージョナル型」に通じる主要道路に倉庫型の店舗を建てて、ショッピングセン
ターを訪れるお客様を吸引していました。



「GMS」というのは「SEARS ROEBUCK」「J.C.PENNY」のような大衆実用品の総合店
です。「デイスカウント・ストア」というのは、大衆品・実用品に絞り、ローコスト
・オペレーションでロープライスの店、「スペシャリティ・ディスカウント・ストア」
というのは、「ディスカウント・ストア」ではあるが、より特定の商品に絞った店で
す。1980 年代の中頃になりますと、これらの店が「アップスケール」をして、みずか
らの力でもお客様を獲得できるようになり、積極的なチェーン化が行われました。

このような状況になりますと、ショッピングセンターのディベロッパーが注目し、
これらの店を計画的に集積させるほうが建設コストははるかに安いし、さらに出店す
る側も個店よりもはるかに集客力が高まるということで、新たなスタイルである「パ
ワー・センター」として登場させました。

「ブレア」は、「スーパー・リージョナル型」の「BREA MALL」と「パワーセンタ
ー」の「THE MARKETPLACE AT BREA」の併設とショッピングゾーンの敷地内にレス
トランとホテルを配置させることによって、周辺の地域に住まわれる方々を大いに喜
ばせているように、新しいショッピングゾーンとして注目されています。

to be continued

● Chapter 03 ●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

≪ フ ラ ン チ ャ イ ズ ・ ビ ジ ネ ス の 歴 史 ≫

----------------------------------------------------------------------------
【 フ ラ ン チ ャ イ ズ 発 展 史 】

--------------------------------------------------------- 第 ２４ 回 -----

［ マ ク ド ナ ル ド ］ (６)

今回は、「マクドナルド」が世界一のフードビジネス企業に成長した最大の「経営
方針」の一つであり、店舗オペレーションのカナメでもある「マクドナルドの基本原
則」を紹介しましょう。

（３）マクドナルドの経営方針

<1> マクドナルドの基本原則
ＱＳＣ＋Ｖ

１．Quality ＝ 品質第一
（ａ）Get Fresh（新鮮であれ）
（ｂ）Quality & Quantity（質と量を重視せよ）

２．Service ＝ 良いサービス
（ａ）Fast（素早く）
（ｂ）Smile & Hustle（笑顔でキビキビと）
（ｃ）Courtesy（礼儀正しく）

３．Cleanliness ＝ 清潔感一杯
（ａ）Clean Clean & Clean（磨きまくれ）



（ｂ）Sanitation Clean as You go（行くところすべて衛生的で、清潔で
あれ）

４．Value ＝ 価値観あふれるもの

<2> T.L.C.
（ａ）Tender（優しさ）
（ｂ）Loving（心をこめて）
（ｃ）Care（注意深く）

<3> Customer's be always first ＝ お客様を常に最優先にせよ
１．Return customer ＝ 固定客づくりせよ
２．Family Restaurant ＝ 子供からシニアまでのお客様に愛される店になれ

<4> Dynamic,Young,Exciting ＝ 大胆に、若々しく、刺激的に

<5> Right now & excuse business ＝ すぐにやれ、そして仕事には遠慮するな

<6> Keep professional attitude ＝ プロたる態度をせよ

<7> Up to you ! ＝ 君次第だ

to be continued

● Chapter 04 ●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

≪ フ ラ ン チ ャ イ ズ 関 連 知 識 ≫

----------------------------------------------------------------------------
「 違 約 金 」

----------------------------------------------------------------------------

債務者が契約の不履行があった場合に、債権者に支払う旨をあらかじめ約束した金
銭のこと。

フランチャイズ・ビジネスにおいては、「フランチャイズ加盟契約書」の中にある
「契約終了後の競業避止義務」や、「秘密保持」条項で関係してくる場合が多い。フ
ランチャイジーがフランチャイズ加盟契約を中途で解約する場合などには、「解約金」
として、契約満了時までに発生したであろうロイヤルティ相当額を支払うことを課せ
られるケースもある。

契約の不履行を防ぐために設けられているため、違約金は高額に設定されているこ
とが通例であり、フランチャイズ加盟契約締結の前に納得がゆくまで説明を求めるこ
とが重要である。

もし、フランチャイズ本部の加盟開発担当者に「契約書には違約金が定められてい
ますが、悪質でなければ普通はその通りいただくことはありませんよ」などと口頭で
言われても、フランチャイズ加盟契約を締結してしまえば、当然、違約金の条項にも
同意したことになるので注意が必要である。



● Chapter 05 ●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

≪ セ ミ ナ ー 案 内 ≫

弊研究所所長内川昭比古が講演する各セミナーをご案内致します。弊研究所所長
の内川昭比古は経済産業省が国家として公認している唯一のフランチャイズ業界の
総本山である社団法人日本フランチャイズ・チェーン協会の会員サービス部長を
兼務致しております。

----------------------------------------------------------------------------

1．「フランチャイズ加盟無料セミナー」

日 時 9 月 27 日 土曜日 14 時 ～ 16 時

講 師 株式会社 日本フランチャイズ総合研究所
代表取締役所長 内川 昭比古

会 場 日本フランチャイズ総合研究所 5Ｆ会議室

セミナー内容 フランチャイズに加盟し独立・開業を検討されている皆様に、
フランチャイズ・ビジネスの基礎知識、加盟のポイント、本部との
上手な付き合い方を紹介。また、弊社のフランチャイズ加盟サポー
トシステムをご紹介いたします。

参 加 費 無 料

お問合せ先 日本フランチャイズ総合研究所
http://www.the-franchise.co.jp

----------------------------------------------------------------------------

2．「フランチャイズ・ビジネス本部構築・再構築セミナー」

日 時 10 月 10 日 金曜日 13 時 ～ 17 時 30 分

講 師 株式会社 日本フランチャイズ総合研究所
代表取締役所長 内川 昭比古

会 場 日本フランチャイズ総合研究所 5Ｆ会議室

セミナー内容 フランチャイズ・チェーンの本部機能再構築をご検討されている方、
フランチャイズ・ビジネスを構築中の方に、フランチャイズ・ビジ
ネスの基礎知識から、構築ステップ、加盟店開発戦略まで、フラン
チャイズ・ビジネス本部構築について講義いたします。

参 加 費 24,000 円

お問合せ先 日本フランチャイズ総合研究所



http://www.the-franchise.co.jp

● Chapter 06 ●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

≪ 編 集 後 記 ≫

最後までお付き合いいただき、ありがとうございます。

「天高く馬肥ゆる秋」そろそろ秋本番がちかづいてきました。日が落ちるのも早く
なり間もなく秋分の日。お彼岸の中日です。「暑さ寒さも彼岸まで」という言葉もあ
るように、この時期が季節の変わり目になります。

彼岸とは仏教用語でその名の通り「向こう岸」、悟りの世界のことです。様々な苦
に悩む煩悩の世界（此岸：しがん）に対する言葉で、すでに彼岸の世界へ行った人た
ちを供養するとともに、まだ辿り着けずにいる人たちに早く向こうへ辿り着けるよう
に祈る、というものです。また、この時期にお彼岸の法要を行うのは、太陽が阿弥陀
如来の浄土の方角である真西に沈むためであるともいわれています。

ご先祖様に感謝し、今あることに感謝するという仏教の教えは、ビジネスの世界に
も引き継がれています。頑張った先輩に感謝し、企業理念に基づいて今を精一杯努力
し、明るい未来につなげていく。過去先輩が頑張った上に現在の自分があり、今我々
が頑張っていることで、未来を創っています。

馬肥ゆる秋であり、味覚の秋です。松茸、秋刀魚、栗、茸などなど。季節を味わい、
おいしいものを楽しむ。良い季節を迎えました。仕事で未来を創ることはもちろんで
すが、こうした四季の味わいこそ後世に伝えていきたいものでもあります。

くれぐれもご自愛の程。
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